
(57)【要約】
【課題】  生きている海老、蟹などの歩行する魚介類等
を透明な水槽内部に収納することで、「魚等の掴み取
り」又は「金魚すくい」のような感覚で逃げる獲物を捕
まえることができ、動きがあり変化に富んだゲームを楽
しむ。
【解決手段】  操作部１０，１１及び景品取出口１４を
設けたゲーム装置本体２と、ゲーム装置本体２に載せ
た、水槽３を収容した透明ケース４と、水槽３の上部に
おいて、操作部１０，１１の操作により、水平移動及び
昇降すると共に、水槽３に収容した景品となる魚介類Ｐ
を吊り上げるように開閉する爪９を有する捕獲装置５
と、を備えたものである。



【特許請求の範囲】
【請求項１】  操作部（１０，１１）及び景品取出口
（１４）を設けたゲーム装置本体（２）と、
該ゲーム装置本体（２）に載せた、水槽（３）を収容し
た透明ケース（４）と、
前記水槽（３）の上部において、前記操作部（１０，１
１）の操作により、水平移動及び昇降すると共に、前記
水槽（３）に収容した景品となる魚介類（Ｐ）を吊り上
げるように開閉する爪（９）を有する捕獲装置（５）
と、を備えたことを特徴とする水中自動景品取出装置。
【請求項２】  前記捕獲装置（５）が、支持部（１８）
に前記爪（９）を開閉するように取り付けた捕獲機構部
（１７）と、
該捕獲機構部（１７）の上部に取り付け、該捕獲機構部
（１７）を上下方向に昇降させる昇降機構部（２５）
と、
前記ゲーム装置本体（２）の天井に取り付け、前記昇降
機構部（２５）を前後方向と左右方向に水平移動させる
移動機構部（３０）と、から成るものであることを特徴
とする請求項１の水中自動景品取出装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術の分野】本発明は、透明ケースの内
部に収容された景品を取り出すゲーム装置に係り、特に
水槽内に収容された海老、蟹などの動く景品となる魚介
類を取り出す水中自動景品取出装置に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】従来より、透明ケースの内部に入れた多
数の縫いぐるみ、時計、ポーチ又はキャラクターグッズ
等の景品をクレーンで釣り上げたり、２本の爪が開閉す
る捕獲装置を水平移動後に下降させ、その爪で捕獲した
景品を外に取り出して獲得することができるゲーム装置
が提案されている。この種のゲーム装置は、捕獲ゲーム
としての興味が半減しないように、景品を簡単に取り出
すことができないようになっていた。例えば、捕獲装置
の爪の握持力を弱め、景品を掴んで釣り上げるときに、
爪から景品が外れやすくなっていた。そこで、ゲームを
楽しむ者は、縫いぐるみ等の景品の凹凸面を考慮しなが
ら、捕獲装置の爪が最適な角度になるようにスイッチを
操作していた。このように細心の注意を払わないと希望
する景品を取り出すことができないものであった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】しかし、このような多
数の縫いぐるみ等の景品を入れたゲーム装置では、釣り
上げようとする景品が動かないものであるため、ゲーム
としての変化性に乏しく、同じ縫いぐるみの景品につい
ては何回も繰り返してプレイすると飽きやすいという問
題があった。そこで、生け簀における「魚等の掴み取
り」、「金魚すくい」のように逃げる獲物を追いかけ

て、捕まえたときに獲物（景品）を持ち帰ることができ
るゲーム装置の提案が望まれていた。
【０００４】本発明は、かかる問題点を解決するために
創案されたものである。すなわち、本発明の目的は、生
きている海老、蟹などの歩行する魚介類を透明な水槽内
部に収容することで、「魚等の掴み取り」又は「金魚す
くい」のような感覚で逃げる獲物を捕まえることがで
き、動きがあり変化に富んだ水中自動景品取出装置を提
供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】本発明によれば、操作部
（１０，１１）及び景品取出口（１４）を設けたゲーム
装置本体（２）と、該ゲーム装置本体（２）に載せた、
水槽（３）を収容した透明ケース（４）と、前記水槽
（３）の上部において、前記操作部（１０，１１）の操
作により、水平移動及び昇降すると共に、前記水槽
（３）に収容した景品となる魚介類（Ｐ）を吊り上げる
ように開閉する爪（９）を有する捕獲装置（５）と、を
備えたことを特徴とする水中自動景品取出装置が提供さ
れる。
【０００６】上記発明の構成によれば、ゲームをする者
が、ゲーム装置本体（２）の操作部（１０，１１）を操
作することにより、待機位置にある捕獲装置（５）を水
槽（３）内にいる景品となる魚介類（Ｐ）の真上又は動
く方向に水平移動させることができる。この移動後にお
いて、爪（９）を開いた捕獲装置（５）を魚介類（Ｐ）
の位置まで下降させ、爪（９）が水槽（３）の底に接す
るとその爪（９）は閉じる。この閉じる爪（９）を魚介
類（Ｐ）に絡ませた状態で捕獲装置（５）を上昇させ
る。この捕獲装置（５）を魚介類（Ｐ）と共に景品落下
口（１５）まで水平移動させ、更に景品落下口（１５）
位置に移動させ、爪（９）を開けて魚介類（Ｐ）を景品
落下口（１５）内に落とし込む。魚介類（Ｐ）はこの景
品落下口（１５）からゲーム装置本体（２）の景品取出
口（１４）まで滑り落ち、ゲームをする者はその魚介類
（Ｐ）を取り出すことができる。このような一連の動作
が終了した捕獲装置（５）は、景品落下口（１５）の上
方位置を待機位置として次回の操作まで待機する。
【０００７】なお、ゲームをする者が、捕獲装置（５）
を水槽（３）内にいる魚介類（Ｐ）の真上に水平移動さ
せることができず、その爪（９）をこの魚介類（Ｐ）に
絡ませることができないときがある。このようなとき
も、この捕獲装置（５）は景品落下口（１５）まで水平
移動させ、爪（９）を開け一連の動作を終了させて捕獲
装置（５）は景品落下口（１５）の位置で次回の操作ま
で待機する。また、捕獲装置（５）を景品となる魚介類
（Ｐ）の真上に水平移動させたが、捕獲装置（５）を下
降させている際に、魚介類（Ｐ）が動いて爪（９）をこ
の魚介類（Ｐ）に絡ませることができないときも、この
捕獲装置（５）は景品落下口（１５）まで水平移動させ
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て一連の動作を終了させる。
【０００８】また、前記捕獲装置（５）は、支持部（１
８）に前記爪（９）を開閉するように取り付けた捕獲機
構部（１７）と、該捕獲機構部（１７）の上部に取り付
け、該捕獲機構部（１７）を上下方向に昇降させる昇降
機構部（２５）と、前記ゲーム装置本体（２）の天井に
取り付け、前記昇降機構部（２５）を前後方向と左右方
向に水平移動させる移動機構部（３０）と、から成るも
のである。
【０００９】この捕獲装置（５）の捕獲機構部（１７）
は、各爪先（９ｂ）が向かい合うように開閉させること
ができるため、景品となる魚介類（Ｐ）の足や髭を容易
に絡ませることができる。昇降機構部（２５）は、その
下部に取り付けた捕獲機構部（１７）のみを魚介類
（Ｐ）の位置まで下降させ、かつこの魚介類（Ｐ）を捕
獲した状態で上昇させることができる。移動機構部（３
０）は、待機位置にある捕獲装置（５）を水槽（３）内
にいる魚介類（Ｐ）の真上又は動いている方向に前後方
向と左右方向に水平移動させて、魚介類（Ｐ）を捕獲し
た後は景品落下口（１５）まで水平移動させることがで
きる。
【００１０】
【発明の実施の形態】以下、本発明の好ましい実施形態
を図面を参照して説明する。なお、各図において共通の
部材には同一の符号を付し重複した説明を省略する。図
１は本発明の水中自動景品取出装置を示す一部切り欠い
た正面図である。図２は水中自動景品取出装置を示す側
断面図である。図３は水槽部分の平断面図である。本発
明の水中自動景品取出装置１は、ゲーム装置本体２と、
水槽３を収容した透明ケース４と、この水槽３に収容し
た景品となる魚介類Ｐを吊り上げる捕獲装置５とを備え
たものである。この水中自動景品取出装置１は、例えば
ゲームセンターや遊園地、更には食堂、レストランや居
酒屋等に設置して使用するものである。
【００１１】ゲーム装置本体２は、略立方体形状の基台
６と透明ケース４とその背面側の背面板７から成り、こ
の背面板７の上部に上部カバー８を取り付けたものであ
る。ゲーム装置本体２の基台６の前面側には、後述する
捕獲装置５を水平移動及び昇降させて爪９を開閉させる
ための操作部として機能する、左右移動スイッチ１０及
び前移動スイッチ１１を並べたコントロールボックス１
２を設けてある。同じく基台６の前面側にはこのコント
ロールボックス１２に並べてコイン投入口１３を配置し
てある。このコイン投入口１３は捕獲装置５の電源を入
れるものである。
【００１２】基台６の前面側であって、コントロールボ
ックス１２の下方位置には、景品取出口１４を設けてあ
る。この景品取出口１４は、水槽３の一部に設けた景品
落下口１５から傾斜板１６で連結したものである（図２
参照）。そこで、捕獲装置５で捕獲した景品となる魚介

類Ｐを景品落下口１５に落下させると景品取出口１４ま
で魚介類Ｐを傾斜板１６上に滑り落として景品取出口１
４へ排出させることができる。このように傾斜板１６を
用いたのは本発明の景品が魚介類Ｐという生き物であ
り、その海老や蟹の足や髭が折れないようにするためで
ある。
【００１３】ゲーム装置本体２上部の上部カバー８の天
井面には、水槽３と透明ケース４内を照明する照明装
置、ゲーム音を鳴らすスピーカ装置及び捕獲装置５を水
平に移動させる移動機構部３０を配置してある。この移
動機構部３０は、前後方向と左右方向に配置したレール
３０ａ上を移動する部材を摺動させるようになってい
る。また、上部カバー８の上面には、このゲーム装置の
名称等を表示したディスプレイ８ａを取り付けてある。
【００１４】水槽３は、ゲーム装置の景品となる主に海
老（伊勢海老）や蟹等の魚介類Ｐを生きたまま生息させ
るために、通常の鑑賞魚用の水槽と同様に空気を入れる
エアポンプ、水温を調節するヒーター及び海水等を清浄
にする浄水装置を具備している。これらのエアポンプ、
ヒーター及び浄水装置の機械装置類は、水槽３の下部に
位置する基台６内に格納してある。即ち、重量のある機
械装置類をゲーム装置本体２の下部に位置する基台６内
に格納してある。このように本発明はゲーム装置の上部
に水槽３があり、不安定になりやすいという欠点を解消
するために重心を下げてゲーム装置全体の安定性を高め
ている。
【００１５】また、本発明の水槽３の一部には、図３に
示すように、捕獲装置５で捕獲した魚介類Ｐを景品取出
口１４から取り出すための景品落下口１５を開けてあ
る。この景品落下口１５の開口面積は、景品となる海老
や蟹等の足や髭が引っかからない程度の面積が必要であ
る。
【００１６】図４は捕獲装置を構成する捕獲機構部と昇
降機構部とを示す斜視図である。図５は捕獲装置の捕獲
機構部を示す分解斜視図である。図６は捕獲装置が伊勢
海老を捕獲した状態を示す斜視図である。捕獲装置５の
捕獲機構部１７は、支持部１８の三カ所の軸受１９にお
いて、略逆Ｌ字形状に形成した３本の爪９の上部９ａを
揺動するように軸止めしたものである。本発明の捕獲機
構部１７は、３本の爪９の爪先９ｂが１２０度の角度で
放射状に配置するように略六角形状に形成した支持部１
８の三カ所の軸受１９にそれぞれ軸止めし、かつ各爪９
の根元部９ｃを同時に上下揺動させる押圧部２０を構成
してある。この押圧部２０は逆さにしたキャップ状の部
材の周囲に形成した切欠２０ａに爪９の根元部９ｃが引
っかかるようになったものである（図５参照）。この押
圧部２０を下方へ押し付けると爪９の根元部９ｃが下げ
られ同時に爪先９ｂが上がり、３本の爪９は全体として
爪先９ｂが広げられる。逆にこの押圧部２０を上方へ上
げると爪９の根元部９ｃが上がり同時に爪先９ｂが下が
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り、３本の爪９は全体として爪先９ｂが閉じられる。
【００１７】支持部１８の押圧部２０を駆動する爪駆動
モータ２１は、支持部１８上面に取り付けたパイプ２２
の上部に取り付けてある。爪駆動モータ２１の回転動作
の伝達はパイプ２２内に通した回転シャフト２３により
支持部１８の押圧部２０を上下させるようになっている
（図５参照）。この爪駆動モータ２１は細いパイプ２４
ａ内に通した針金２４ｂによりリミットスイッチ２４を
作動させて正逆転させる。このように爪駆動モータ２１
を爪９と上下方向に離して構成したのは、爪９部分が水
槽３内に下降しても爪駆動モータ２１が水に浸らないよ
うにして電気的な安全性を高めるためである。なお、支
持部１８の押圧部２０下面にコイルばね等の弾性部材２
０ｂを介在させて、常時爪先９ｂが閉じる方向に付勢さ
れている。このように構成したのは大きな爪９であって
も弱いトルクの爪駆動モータ２１で容易に閉じることが
できるようにするためである。
【００１８】捕獲装置５の昇降機構部２５は、プーリー
２６を回転軸に取り付けた昇降モータ２７を具備したも
のである。プーリー２６には捕獲機構部１７の爪駆動モ
ータ２１の上部に取り付けたワイヤー２８を巻き取りと
巻き解きすることにより、捕獲機構部１７を上下方向に
昇降させるようになっている。このプーリー２６には昇
降モータ２７を正逆転させるリミットスイッチ２９を具
備し、安全に操作するようになっている。この昇降機構
部２５は、ゲーム装置本体２の上部カバー８の天井に配
置した移動機構部３０により、前後方向と左右方向に配
置したレール３０ａ上を移動する部材を摺動させるよう
になっている（図１参照）。
【００１９】次に、本発明の水中自動景品取出装置の使
用方法を説明する。ゲームをする者は、先ずゲーム装置
本体２の前面側に配置してあるコイン投入口１３に硬貨
を投入し、捕獲装置５の電源を入れる。待機位置（景品
落下口１５の上方位置）にある捕獲装置５を水槽３内に
いる景品となる海老や蟹等の近くまで左右方向（例えば
右方向）に移動機構部３０により水平移動させるため
に、コントロールボックス１２上の左右移動スイッチ１
０を押し続け、捕獲装置５が所望の位置に来たら左右移
動スイッチ１０から指を離す。
【００２０】次に、前後移動スイッチ１１を押し続けて
捕獲装置５が前後方向（例えば手前方向）の所望の位置
に来たら前後移動スイッチ１１から指を離すと、捕獲機
構部１７は昇降機構部２５で垂直に魚介類Ｐの位置まで
下降させることができる。このとき爪９は自動的に開
き、垂直に海老や蟹の位置まで下降し、爪先９ｂが水槽
３の底に付いて爪９を閉じるときに、魚介類Ｐの足や髭
を容易に絡ませる。捕獲機構部１７の上部に取り付けた
昇降機構部２５は、この捕獲機構部１７が魚介類Ｐを捕
獲した状態で上昇させる。
【００２１】この魚介類Ｐを捕獲した捕獲装置５は、移

動機構部３０により自動的に景品落下口１５まで水平移
動させ、景品落下口１５位置に来たら捕獲装置５の爪９
を開けて魚介類Ｐを景品落下口１５内に落とし込む。魚
介類Ｐはこの景品落下口１５からゲーム装置本体２の景
品取出口１４まで滑り落ち、魚介類Ｐを取り出すことが
できる。
【００２２】なお、捕獲装置５を水槽３内にいる魚介類
Ｐの真上に水平移動させることができずに、下降する爪
９をこの魚介類Ｐに絡ませることができないときは、こ
の捕獲装置５は自動的に景品落下口１５まで水平移動
し、爪９を開けて一連の動作を終了させ捕獲装置５は景
品落下口１５の位置において次回の操作まで待機する。
更に、捕獲装置５を魚介類Ｐの真上に水平移動させた
が、捕獲装置５を下降させている際に魚介類Ｐが動い
て、爪９をこの魚介類Ｐに絡ませることができないとき
も、この捕獲装置５は自動的に景品落下口１５まで水平
移動して一連の動作が終了する。
【００２３】なお、本発明は上記実施の形態にのみ限定
されるものではなく、捕獲装置５は、爪９を開閉させて
海老や蟹を挟む構成の実施形態について説明してある
が、この爪９に代えて、皿状の器又はフォーク状の器具
ですくい上げるように構成することも可能であり、その
ため本発明の要旨を逸脱しない範囲内において種々変更
を加え得ることは勿論である。
【００２４】
【発明の効果】上述したように、本発明の水中自動景品
取出装置は、待機位置にある捕獲装置を水槽内において
動き回り又は逃げ回る魚介類の位置に移動させ、爪をこ
の魚介類に絡ませた状態で上昇させ、景品を取り出すこ
とができるので、毎回異なった状況でゲームを楽しむこ
とができる。
【００２５】特に、本発明の水中自動景品取出装置は、
景品となる海老や蟹が逃げ回るため、捕獲装置で海老や
蟹を容易には捕獲することができなかったり、捕獲装置
を海老や蟹等の真上に水平移動させても、捕獲装置を下
降させている際に逃げて捕らえることができないことが
あり、変化に富んだゲームを楽しむことができる。逆
に、逃げようとしている海老や蟹であっても、足や髭に
捕獲装置の爪を絡ませることができれば容易に捕獲する
こともできる。
【００２６】更に、生きている海老、蟹などの歩行する
魚介類を透明な水槽に収容してあるので、ゲーム装置を
プレイしないときであっても水槽内の魚介類を鑑賞する
ことができるので、このゲーム装置をフルタイムに楽し
むことができる、等の優れた効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の水中自動景品取出装置を示す一部切り
欠いた正面図である。
【図２】水中自動景品取出装置を示す側断面図である。
【図３】水槽部分の平断面図である。
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【図４】捕獲装置を構成する捕獲機構部と昇降機構部と
を示す斜視図である。
【図５】捕獲装置の捕獲機構部を示す分解斜視図であ
る。
【図６】捕獲装置が伊勢海老を捕獲した状態を示す斜視
図である。
【符号の説明】
１  水中自動景品取出装置
２  ゲーム装置本体
３  水槽
４  透明ケース
５  捕獲装置
９  爪

９ａ  爪の上部
９ｂ  爪先
９ｃ  爪の根元部
１０  左右移動スイッチ（操作部）
１１  前移動スイッチ（操作部）
１４  景品取出口
１５  景品落下口
１６  傾斜板
１７  捕獲機構部
１８  支持部
２５  昇降機構部
３０  移動機構部
Ｐ  海老（景品）

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

(6)                   特開２００１－１２０８３４


